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指定管理者の指定について
（大津市木戸交流センター）

令和７年１１月市議会通常会議

令和７年１２月１１日
市民部 自治協働課

生活産業常任委員会
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施設概要

名称 大津市木戸交流センター

所在地 大津市木戸709番地

敷地面積
4,549.39㎡

（併設する木戸デイサービスセンター部分を含む施設全体）

建物 鉄筋コンクリート造平屋建

建築面積 492.03㎡（木戸交流センター部分のみ）

延べ床面積

453.60㎡（木戸交流センター部分のみ）

 ア 集会室（大会議室）  196.74㎡

 イ 集会室（和室２室）     58.48㎡

 ウ 調理実習室     42.16㎡

 エ ラウンジ・廊下・トイレ 156.22㎡
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施設概要

開館時間 午前９時から午後１０時まで

休館日

① 土曜日及び日曜日

② ５月４日及び同月５日

③ １２月２９日から翌年１月３日まで

根拠条例・規則
ア 大津市木戸交流センター条例

イ 大津市木戸交流センターの管理運営に関する規則

備考

健康福祉部（介護・福祉施設課）が所管する木戸デイサー

ビスセンターが併設されており、事務所及び受付カウンター

が一体利用されている。
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施設概要

集会室 集会室（和室） 調理実習室 ラウンジ

木戸交流センター

位置図

木戸交流センター

木戸市民センター
木戸小学校

ＪＲ志賀駅
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指定管理者が行う業務

(1) 施設の運営に関すること

①人員配置について ②利用者の利便性及び安全面に関すること ③その他

(2) 施設の使用許可及び利用料金徴収事務

(3) 施設及び設備の維持管理に関すること

①清掃業務 ②設備等の保守点検業務 ③施設内の機器類の保守点検

④施設等の軽微な修繕

(4) 施設の警備に関する業務 (5) 負傷者の対応及び報告

■ 業務内容

■ 木戸デイサービスセンター運営事業者と同一事業者で施設管理を行う理由

木戸交流センターは、施設の構造上、木戸デイサービスセンターと一体的な施設

である。デイサービスセンターと同一事業者が施設管理を行うことにより、効率的、

効果的な運営を行い、経費の節減にもつながる。デイサービスセンターと同一事業

者での管理を行わない場合、費用面も増加し、管理面においても、責任の所在が不

明になることが考えられる。
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申請者概要

団体名

代表者

所在地

社会福祉法人 大津市社会福祉事業団

理事長 西村 和利

大津市浜大津４丁目１番１号

事業計画の骨子

１．管理の基本方針

２．危機管理体制

３．人員計画、職員の研修計画

４．施設運営

５．委託料・利用料金

６．自主事業計画

委託料申請額 １６，２８５千円（５年間）
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採点結果及び選定理由

安定的な運営 サービスの向上 経費の縮減 合 計

配 点 ７０ ４０ ３０ １４０

満 点 ３５０ ２００ １５０ ７００

（最低水準点） （２１０） （１２０） （９０） （４２０）

得 点 ２７０ １４２ ９３ ５０５

■ 採点結果

■ 選定理由

施設の設置目的及び管理運営に関する基本的な考え方を十分に理解しており、類似
施設の管理運営についての経験と実績を活かした、安定的な運営が期待できるため
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事業計画書（概要版）
～管理の基本方針～

地域住民の交流の場として親しまれてきた施設を継承し、福祉・教育等

の交流の場として施設の活用をはかるとともに、地域住民のつながりを

育む。

１．施設の情報発信及び積極的な広報活動

２．公平・公正を基本とする施設の使用許可

３．効率的かつ適切な施設の維持管理

４．併設する木戸デイサービスセンターとの一体的な施設管理による
効率的な運営と経費の縮減

５．感染症対策の徹底
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事業計画書（概要版）
～危機管理体制～

１．日常時の安全管理
‐適切な衛生管理による感染症予防の徹底
‐木戸デイサービスセンターとの連携による緊急時対応の体制整備

２．リスク管理
‐消防計画に基づく避難訓練の実施、施設内巡視の徹底

３．緊急時の体制 
‐土砂災害を想定した避難訓練の実施
‐職員向け救急救命講習会の開催

４．コンプライアンス
‐公正で透明性の高い事業運営

５．個人情報保護 
‐秘密保持の遵守

６．ハラスメント対策
‐あらゆるハラスメント行為を禁止し、快適な職場環境を構築
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事業計画書（概要版）
～人員計画、職員の研修計画～

【所長】
木戸デイサービス
センター所長兼務

管理運営業務
の総括

【事務員】
木戸デイサービスセンター

事務員兼務

施設の使用許可・維持
管理に関すること
経理事務に関すること

【開閉員】

夜間・休日における施設の
開閉

■研修計画

①職員の資質向上

②内部研修の実施
 及び必要に応じ
 外部研修への参加

③接遇能力の向上

④個人情報の取扱を
 きめ細かく指導

■人員計画
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事業計画書（概要版）
～施設運営～

１．サービス向上策

– 広報誌やホームページでのＰＲ

– 自動販売機設置による利用者の利便性確保

– 清掃・保守点検等による快適性の保持

– 文化公演の開催によるデイサービス利用者と周辺住民の交流

２．利用促進の方策

– センター独自のホームページのリンクによる周知

– 事業団主催行事での交流センターのＰＲ

– 各種団体への積極的な呼びかけ

３．利用者の声の反映

– 利用者への投書箱の設置

– 対応が必要なものは速やかに対応し、利便性及びサービス向上
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事業計画書（概要版）
～委託料・利用料金・自主事業計画～

■委託料：１６，２８５千円（５年間） 

– デイサービスセンター職員との兼務による人件費縮減

– 各種委託業務の業者選定に競争入札方式を採用し、委託料を抑制

– 消耗品等の一括購入による経費の節減

– 事務の省力による時間外勤務の削減

■利用料金

– 大津市木戸交流センター条例に定める額

■自主事業：文化活動事業（年２回）

浄瑠璃や舞踊等の文化公演会を定期的に開催。

地域住民に見に来てもらうとともに、デイサービス利用者とふれあう場を提供する

ことで、木戸交流センターを認知してもらい利用促進につなげる。
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選定基準 大津市木戸交流センター
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会議名 第１回大津市健康福祉部指定管理者選定委員会

日 時 令和７年７月１６日（水） ９時３０分～１０時５０分

場 所 大津市役所 本館４階 議会第４委員会室

出席者 委員５名、事務局８名

内 容

・委嘱状の交付、委員長の選任及び職務代理者指名
・施設概要の説明
・募集要項及び仕様書の審議
・選定基準の審議

大津市健康福祉部指定管理者選定委員会
概 要

※木戸デイサービスセンターと一体的管理のため健康福祉部指定管理者選定委員会にて審査
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大津市健康福祉部指定管理者選定委員会
概 要

会議名 第２回大津市健康福祉部指定管理者選定委員会

日 時 令和７年９月３０日（火） １０時００分～１１時３０分

場 所 大津市役所 新館２階 災害対策本部室

出席者 委員５名、事務局６名

内 容

・ヒアリング方法、質問項目等の確認
・申請者へのヒアリング及び評価項目に基づく審査
・採点結果説明
・候補者の決定・承認
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大津市健康福祉部指定管理者選定委員会
選定結果

施設名 大津市木戸交流センター

選定結果
社会福祉法人 大津市社会福祉事業団に決定
評価点５０５点（満点：７００点）

選定理由
施設の設置目的及び管理運営に関する基本的な考え方を十分
に理解しており、類似施設の管理運営についての経験と実績を
活かした、安定的な運営が期待できるため

各委員の採点の合計に基づく下記の選定結果及び選定理由について、出席の全委員から承諾を得た。
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